
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
二
回
）
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巻
十
二
―
３
１
５
５

作
者

未

詳

（
解
説
）
悪
木
山
よ
、
邪
魔
な
梢

こ
ず
え

、
そ
の
梢
の
す
べ
て
を
、
明
日
か
ら
は
靡な

び

き
伏
せ
て
お
く
れ

妹
の
家
の
あ
た
り
を
見
や
り
た
い
か
ら
。
の
意
。

・
こ
の
歌
は
山
に
向
か
っ
て
、
目
を
遮

さ
え
ぎ

る
梢
を
靡
か
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
歌
。

・
歌
の
分
類
は
「
羈
旅
（
き
り
ょ
）
に
思
を
發
（
お
こ
）
す
」
即
ち
、
旅
先
に
あ
っ
て
思
い
を
述
べ

た
歌
。
の
中
に
あ
り
「
旅
先
で
遠
く
離
れ
た
自
宅
と
そ
こ
に
残
し
た
妻
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
」

も
の
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
。

・
こ
の
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
悪
木
山
」
は
、
筑
前
国
御
笠
郡
阿
志
岐
（
現
・
福
岡
県
筑
紫
野
市
阿

志
岐
・
吉
木
）
東
方
に
あ
る
宮
地
岳
を
指
す
説
が
あ
る
。

な
お
、「
悪
木
」
の
表
記
に
は
、
視
界
を
遮
る
山
を
憎
む
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

・
こ
の
宮
地
岳
の
あ
る
筑
紫
野
市
は
博
多
湾
に
面
す
る
福
岡
市
の
中
心
部
か
ら
南
に
約
１
５
ｋ
ｍ
離

れ
た
福
岡
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
市
域
の
南
西
部
は
佐
賀
県
に
接
す
る
。

・
筑
紫
野
市
の
中
心
付
近
を
通
る
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
の
二
日
市
駅
か
ら
北
東
へ
約
２
ｋ
ｍ
行
く
と
周

囲
を
山
に
取
り
囲
ま
れ
た
阿
志
岐
・
吉
木
の
平
野
が
広
が
る
。
こ
の
辺
り
が
万
葉
時
代
に
「
阿
志



岐
」
と
呼
ば
れ
た
地
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
平
野
の
真
ん
中
を
菅
原
道
真
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
な
太
宰
府
天
満
宮
の
北
東
背
後

に
そ
び
え
る
「
宝
満
山
（
８
３
０
ｍ
）
」
の
麓
に
源
を
発
し
、
万
葉
集
（
巻
八
―
１
５
３
１
）
に
も

詠
わ
れ
て
い
る
清
流
・
蘆
城
川
（
現
在
の
宝
満
川
）
が
北
東
か
ら
南
西
へ
流
れ
九
州
一
の
大
河
「
筑

後
川
」
に
合
流
し
有
明
海
に
注
い
で
い
る
。

【
筑
紫
野
市
吉
木
集
落
河
岸
か
ら
宝
満
川
上
流
を
望
む
。】

・
こ
の
古
代
の
蘆
城
川
（
現
在
の
宝
満
川
）
が
筑
紫
野
市
吉
木
・
阿
志
岐
地
域
を
流
れ
て
い
る
両
岸

に
開
け
て
い
る
阿
志
岐
の
平
野
に
は
弥
生
時
代
か
ら
古
代
ま
で
の
遺
跡
が
広
く
分
布
し
て
お
り
総

称
し
て
「
御
笠
遺
跡
群
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

・
昭
和
５
３
年
（
１
９
７
８
）
に
、
こ
の
地
域
一
帯
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
で
、
吉
木
の
集
落
か

ら
約
２
０
０
ｍ
東
へ
入
っ
た
市
道
脇
の
水
田
下
か
ら
奈
良
～
平
安
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
建
物

跡
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
群
は
「
蘆
城
駅
家

あ
し
き
の
う
ま
や

跡
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。「
駅
家
」
と
は
古
代
、



中
央
政
府
と
地
方
の
連
絡
の
た
め
に
諸
官
道
に
原
則
３
０
里
（
現
在
の
１
６
ｋ
ｍ
）
ご
と
に
置
か
れ

た
駅
の
こ
と
で
駅
に
は
馬
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。

・
今
、「
蘆
城
駅
家
跡
」
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
場
所
は
奈
良
時
代
に
①
九
州
と
壱
岐
・
対
馬
・

種
子
島
（
九
国
三
島
）
を
治
め
、
ま
た
、
外
国
に
対
し
て
国
を
守
る
辺
境
防
衛
な
ど
を
司
っ
て
い
た

大
宰
府
政
庁
跡
か
ら
南
東
へ
約
３
・
５
ｋ
ｍ
と
近
い
地
に
あ
る
。
蘆
城
駅
家
は
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て

い
る
歌
な
ど
か
ら
大
宰
府
か
ら
京
に
向
か
う
際
な
ど
で
瀬
戸
内
海
に
あ
る
周
防
灘
に
向
か
う
豊
前

路
の
基
点
的
位
置
に
あ
っ
た
駅
家
の
役
割
を
果
す
と
同
時
に
、
太
宰
府
官
人
の
宴
の
場
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
数
首
の
万
葉
歌
（
巻
四
及
び
巻
八
）
が
あ
る
。

・
こ
の
古
代
の
蘆
城
駅
家
跡
推
定
地
が
あ
る
阿
志
岐
平
野
の
東
側
に
は
、
標
高
３
３
８
ｍ
の
こ
の
万

葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
悪
木
山(

現
在
の
宮
地
岳)

」
が
あ
る
。
山
頂
に
宮
地
岳
神
社
、
南
麓
に
装

飾
古
墳
な
ど
が
点
在
す
る
歴
史
豊
か
な
山
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
近
年
、
こ
の
宮
地
岳
の
西
麓
を
中
心

に
、
古
代
山
城
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
発
見
さ
れ
、「
宮
地
岳
山
城
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・
現
在
見
つ
か
っ
て
い
る
遺
構
に
は
山
城
跡
の
水
門
跡
、
城
門
跡
な
ど
推
定
さ
れ
る
よ
う
な
石
列
が

発
見
さ
れ
て
い
る
が
全
体
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
が
、
今
、
西
側
に
蘆
城
駅

家
推
定
地
が
あ
り
、
ま
た
、
設
置
位
置
か
ら
「
日
本
書
紀
」
な
ど
の
文
献
に
載
る
大
野
城
、
水
城
、

基
肄
城
と
共
に
、
大
宰
府
を
防
衛
す
る
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
定
も
な
さ
れ

て
い
る
。

（
写
生
地
）
近
年
、
筑
紫
野
市
大
字
吉
木
の
水
田
下
で
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
駅
家
「
蘆
城
駅
家
跡
」

と
推
定
さ
れ
て
い
る
水
田
の
畔あ

ぜ

地
か
ら
東
に
そ
び
え
る
今
回
の
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
悪
木
山

（
現
在
の
宮
地
岳
）
を
描
く
。
（
池
田
杏
花
）



・
悪
木
山
（
宮
地
岳
）
位
置
図

（
参
考
文
献
）

伊
藤
博
著
「
万
葉
集
釈
注
六
」（
神
野
志
隆
光
著
「
万
葉
集
を
読
む
た
め
の
基
礎
百
科
」）

九
州
国
立
博
物
館
「
西
都
太
宰
府
・
西
都
史
跡
名
所
案
内
」
な
ど
。


